
　福島第一原発事故の被災地域への支援活動を行う
福島大学地域未来デザインセンター「相双地域支援
サテライト」では、３月２日（土）～３月11日（月）にか
けて、福島第一原発事故後 12年を振り返りつつ、
被災地域の今を伝えるパネル展がおしゃっちで行わ
れました。パネル展では、原発事故に遭った12市
町村から、農家や町職員などさまざまな分野で活躍
している人が1人ずつ取り上げられ、それぞれの生
きざまなどが綴られたパネルなどが展示されました。

　一般社団法人槌音では、３月11日（月）に大槌町
中央公民館安渡分館で「３・11槌音メモリアルコ
ンサート 2024」が行われました。第１部では音楽
劇「雪渡（宮沢賢治作）」が披露され、兎

う
本
もと
有
ゆ
紀
き
さん、

西
にし
村
むら
清
きよ
孝
たか
さん、彩

さい
木
き
りさ子

こ
さんの３人による朗読と、

亜
あ
季
き
緒
お
さんの歌やコーロ・まざーぐうすのコーラス

で、会場は大いに盛り上がりました。第２部では、
大槌学園７年生の澤

さわ
舘
だて
優
ゆ
里
り
佳
か
さん、NHK交響楽団

トロンボーン奏者の吉
よし
川
かわ
武
たけ
典
のり
さん、音楽ユニット

T
つ ち の み
SUCHINOMI が、それぞれ演奏を披露しました。

発事故に遭った市町村の今を伝える
　「被災地」福島 十二人の 12 年

色に乗せた鎮魂の祈りと未来への希望
　３・11 槌音メモリアルコンサート

原

音

　大槌町ＮＰＯ・ボランティア団体連絡協議会では、
追悼式の後、おしゃっちに隣接する御社地公園で
「３・11 集い～灯火～」が行われました。平成 26
年から続くこの催しは、灯ろうにあかりを灯し、東
日本大震災で犠牲となられた人たちの鎮魂と復興へ
の祈りを捧げるものです。会場では、３・11 の文
字に並べられた多くの灯ろうが、夜の公園をほのか
に照らしていました。

　令和５年 11 月に発足した大槌語り継ぐ会では、
３月８日（金）～３月 13日（水）にかけて、災害
と伝承について学ぶ写真・作品展がシーサイドタウ
ンマストセンターコートで行われました。震災直後
の状況や、その後の復興の様子が分かる写真の他に、
版画作品などが展示されました。また、３月９日（土）
には、２階のマストホールでサロンが催され、大槌
語り継ぐ会代表の倉

くら
堀
ほり
康
やすし
さんによる基調報告や、お

茶っこ会などが行われました。

した火に祈りを込めて
　３・11 集い～灯火～

り継ぐ「変わりゆく街並み」を
　あれから 13 年  写真・作品展

灯

語

感
情
、教
訓
を
私
た
ち
に
託
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
胸
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。
最
後
に
は
、「
私

た
ち
大
槌
人
は
挫
け
ず
に
、泣
く
の
は
嫌
だ
と
、

笑
顔
で
前
へ
と
進
み
続
け
ま
し
た
。
復
興
が
落

ち
着
き
、日
常
が
戻
り
始
め
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、

再
び
一
つ
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
立
場
、
世
代
、

出
身
地
を
問
わ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
大
槌
を
作
る

全
て
の
人
で“
大
槌
マ
キ
”に
な
り
ま
し
ょ
う
」

と
、
未
来
へ
の
決
意
を
誓
い
ま
し
た
。

　
追
悼
式
の
他
に
も
、
多
く
の
団
体
が
、
各
々

で
抱
く
「
忘
れ
な
い
」
の
思
い
を
込
め
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
津
波
追
悼
式

　

３
月
11
日
（
月
）、
お
し
ゃ
っ
ち
で
は
、
大

槌
町
東
日
本
大
震
災
津
波
追
悼
式
お
よ
び
一
般

献
花
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
５
０
０
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
奏
者
の
吉よ

し
川か
わ
武た
け
典の
り
さ
ん
と
、
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト

T

つ

ち

の

み
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H
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O
M
I

の
臺だ
い

隆た
か

裕ひ
ろ

さ
ん
、
北き
た

湯ゆ

口ぐ
ち

佳か

澄ず
み
さ
ん
の
３
人
に
よ
る
献
奏
の
後
、
地
震
発

生
時
刻
の
午
後
２
時
46
分
に
合
わ
せ
て
町
内
に

鳴
り
響
い
た
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
、
東
日
本
大

震
災
津
波
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
人
た
ち
に
黙
と

う
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
県
立
大
槌
高
等
学
校
生
徒
代
表
で
追
悼
の
こ

と
ば
を
述
べ
た
菊き

く
池ち

康こ
う
介す
け
さ
ん
は
「
私
の
人
生

の
記
憶
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
あ
の
日
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
最
後
の
世

代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
時
は
ま
だ
幼
く
、
鮮

明
に
語
れ
る
こ
と
が
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次

の
世
代
に
伝
承
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
記
憶
、

「忘れない」の１日。
第 20回

　
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
13
年
と
な
る
３
月
11
日
。
町
内
で
は
、
犠
牲
者
に
対
す
る
追
悼
や

慰
霊
の
行
事
が
各
地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
願
い
を
抱

き
過
ご
し
た
「
忘
れ
な
い
」
の
１
日
。

追悼のことばを述べた菊池康介さん

この「忘れない」思いを伝え
　　あなたの「備え」につながるように
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